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雨に強いまちづくりビジョンについて 

1 策定の背景 

本市では、浸水対策として従前より雨水排水路の整備や福岡県による釣川水系の河

川整備などを進めてきましたが、依然として中心拠点である赤間駅周辺などにおいて

大雨時に浸水被害が生じています。 

また、水防法の改正に伴い平成30年に指定された洪水浸水想定区域などの浸水リス

クが存在していることや、近年の気候変動の影響による降雨量の増加等により全国各

地で河川の氾濫や堤防決壊・越水が頻発していることなどから、大雨時における浸水

被害への懸念も高まっています。 

さらに、国においては、近年の水災害*による甚大な被害を受けて、これまでの河

川、下水道など各管理者主体のハード対策に加え、施設能力を超過する水災害が発生

することを前提に、あらゆる関係者が協働して流域全体で治水対策を行う“流域治水

*”への転換を推進するようになりました。 

このような気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、水災害に備え、誰もが

安心して住み続けられるまちづくりが求められています。 

 

2 策定の目的 

雨に強いまちづくりビジョンは、浸水対策による「雨に強いまち」への道筋を明ら

かにすることを目的としています。 

そのため、総合計画やまちづくりの方針を踏まえた基本理念、基本方針、将来都市

像の“基本的な方針”に加え、雨水管理総合計画に相当する当面・中期・長期にわたる

下水道による浸水対策を実施すべき区域や目標とする整備水準、施設整備の方針など

を定める“実現方策”を本ビジョンで示しています。 
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3 位置づけと役割 

位置づけ 

本ビジョンは、宗像市総合計画を上位計画として、下水道に関する計画や福岡県の

河川に関する計画などと連携・整合を図るとともに、都市計画や防災など各分野の計

画との調和を図り、各種計画を浸水対策の面から推進します。 

なお、本ビジョンに基づいて取り組む施設整備の対策は、主として下水道事業で実

施するものであることから、下水道法に基づく事業計画*に施設整備の方針等を反映

させるなどしながら、具体的な事業を進めていきます。 

 

役割 

「雨に強いまちづくりビジョン～雨水管理総合計画～」は、次のような役割を担っ

ています。 

①本市の浸水対策のマスタープランとして、基本的な方針と実現方策を明らかにします。 

②目標達成に向けて、施設整備の方針や計画期間内に実施すべき取組などを示します。 

③各種計画や各種事業との連携・整合を確保します。 

④市民や民間事業者、国・福岡県などの関係機関が雨に強いまちづくりの課題や方向

性を共有し、取組が円滑に進むようにします。 

 

 

 

 

 

 

  

図1 雨に強いまちづくりビジョン～雨水管理総合計画～ の位置づけ 
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4 計画の前提 

対象範囲 

本ビジョンの対象区域は、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含め一つの区域

としてとらえ、総合的かつ多層的な取り組みを推進する必要があることから、宗像市

全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間 

本ビジョンの計画期間は、令和6年度（2024年）から令和25年度（2043年）まで

の20年間とします。 

 

  

図2 流域治水の取り組みイメージ 

出典：「流域治水」の基本的な考え方(国土交通省）を基に作成 
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5 構成 

本ビジョンは、長期ビジョンとなる本市が目指す“基本的な方針”と、浸水対策を実

施すべき区域や目標とする整備水準、施設整備の方針など雨水管理総合計画にあたる

“実現方策”から成ります。 

基本的な方針は、本市が目指す将来像やまちづくりの方針を踏まえた基本理念、基

本方針、将来都市像を示しています。 

また、実現方策では、将来都市像の実現に向けて、浸水リスク分析や都市機能上の

必要性等を踏まえたうえで重点対策地区を示し、あわせて、計画降雨*や目標とする

整備水準を示しています。加えて、地域の特性や効果発現時期等を考慮し、浸水リス

クの軽減を図るために20年間で取り組む段階的計画を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 雨に強いまちづくりビジョンの構成 
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宗像市の現状 

1-1 宗像市の概況 

位置 

本市は、福岡県北部にあり、福岡市と北九州市の両政令指定都市の中間に位置して

います。市域面積は119.94km2で、東側は遠賀郡岡垣町、遠賀郡遠賀町、鞍手郡鞍手

町、南側は宮若市、西側は福津市、北側は玄界灘に面しており、大島、地島、沖ノ島、

勝島を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-1 位置図 

出典：国土数値情報 
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地形・地勢 

本市は、北側は玄界灘に開け、他の三方向を標高200～400ｍ前後の山々や丘陵に

囲まれた盆地の地形を成し、市中央を釣川が貫流しています。釣川河口部は、かつて

入海でしたが、堆積作用や近世の河川改修により、現在では田園地帯が広がっていま

す。離島は、沿岸部からすぐに険しい斜面が続き、平地に乏しい地形です。 

 

 

 

 

 

 

図1-2 標高図 

出典：基盤地図情報数値標高モデル5mメッシュ 
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水系 

市中央を貫流する釣川は、宗像市吉留の倉久山（標高223.9ｍ）を源として、高瀬川・

朝町川・八並川・大井川・山田川・横山川・四十里川・樽見川・阿久住川・吉田川の10

支川を集め、玄界灘に注いでいる流域面積101.5km2、幹線流路延長16.3kmの二級河川

*です。 

湖沼は、多礼ダム、吉田ダム、大井貯水池（旧大井ダム）が主なものであり、他に農

業用ため池や住宅開発に伴う調整池が点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-3 河川・ダム位置図 

出典：国土数値情報 
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気象 

4-1 気温及び降水量の推移 

年間平均気温は、アメダス（宗像観測所）の観測開始当初である昭和53年（1978

年）から昭和62年（1987年）の年間平均気温14.9℃に対して、平成24年（2012年）

から令和3年（2021年）の年間平均気温は16.3℃と、観測を開始してから現在までの

間で約1.4℃上昇しています。 

観測開始から現在までに観測した年間最大降水量は昭和55年（1980年）の

2,627mmであり、日最大降水量は平成21年（2009年）7月24日の234.5mmです。

また、時間最大降水量は、平成3年（1991年）9月14日に記録した68.0mmとなって

います。 

時間最大降水量に着目すると、50ｍｍを超える時間最大降水量が近年の10年間に

頻発しており、短時間の豪雨が増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-4 平均気温と降水量の推移 

出典：気象庁 過去の気象データ（宗像観測所）より作成 
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4-2 年代別の平均気温と降水量の推移 

10年ごとの月間平均気温は、どの月においても経年とともに上昇傾向にあります。 

月間降水量は、年間で6～8月の夏季に最も多くなっており、月別では7月と8月は

増加傾向が見られる一方で、6月は減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均 

平
均
気
温
（
℃
） 

①1976～1981年 
(S51～56年) 

5.0 5.2 8.6 12.9 17.2 22.0 26.0 25.7 22.3 16.6 11.4 7.2 15.0 

②1982～1991年 
(S57～H4年) 

5.2 5.5 8.5 13.3 17.5 21.5 25.4 26.4 22.6 16.8 11.9 7.2 15.2 

③1992～2001年 
(H5～13年) 

5.9 6.1 9.1 13.5 18.1 21.7 25.8 26.7 22.8 17.6 12.5 7.8 15.6 

④2002～2011年 
(H14～23年) 

5.3 6.8 9.0 13.9 18.3 22.5 26.3 27.1 23.8 18.2 12.9 7.8 16.0 

⑤2012～2021年 
(H24～R3年) 

6.2 6.8 10.4 14.3 19.0 22.4 26.6 27.4 23.4 18.4 12.9 7.8 16.3 

降
水
量
（
mm
） 

①1976～1981年 
(S51～56年) 

75.8 68.2 125.3 189.0 135.2 328.7 256.3 211.3 117.3 109.7 110.5 74.0 150.1 

②1982～1991年 
(S57～H4年) 

76.6 99.5 157.7 126.7 155.8 267.6 270.6 113.2 233.0 67.8 75.5 58.4 141.9 

③1992～2001年 
(H5～13年) 

100.6 57.8 106.5 132.8 146.0 271.1 226.3 167.8 143.7 65.0 97.5 55.3 130.9 

④2002～2011年 
(H14～23年) 

71.8 86.3 123.1 125.6 170.1 205.8 326.3 160.6 122.6 84.9 95.6 86.9 138.3 

⑤2012～2021年 
(H24～R3年) 

77.3 70.1 108.0 133.9 99.7 207.4 312.9 258.6 177.0 107.6 81.6 86.1 143.3 

  

図1-5 年代別の平均気温と降水量の推移 

表1-1 年代別の平均気温と降水量の推移 

出典：気象庁 過去の気象データ（宗像観測所）より作成 

出典：気象庁 過去の気象データ（宗像観測所）より作成 
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4-3 年間降水量の分布 

福岡県における年間降水量は、南東部になるほど多く、本市の位置する北部の沿岸

地域は少ない傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-6 福岡県における年間降水量 

出典：国土数値情報(1991-2020年の平均値) 
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都市計画の現状 

都市計画区域は、昭和36年（1961年）に宗像地域全域（旧宗像市）の区域が指定

され、平成25年（2013年）には離島を除く玄海地域（旧玄海町の区域）にも拡大さ

れています。 

また、昭和49年（1974年）に宗像地域が市街化区域*と市街化調整区域*の指定を

受け、平成25年（2013年）には離島を除く玄海地域も市街化調整区域の指定を受け

ています。 

平成30年（2018年）には、宗像市立地適正化計画*を策定し、都市機能誘導区域*

と居住誘導区域*を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図1-7 都市計画の現状 




